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この結果から 1215Gがパーキンソン病になりにくい
ことに梧関していることが示された。
16. Cyclooxygenase・2(COX-2) mRNA expression 
levels in normal lung tissues and non-small cell 
lung cancers 
（正常蹄および非小結抱騎癌組識における COX-2
遺伝子発現の検討）
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落合麻里（内科学第二）
[El的・方法lcox は PG合成における律速酵素
であり， COX-IとCOX-2に分類される。近年 COX-2
の大腸癌における発癌過程への関与が報告され，
隷々な癌においても COX-2の高発現が示されている。
本研究では，非小細胞肺癌29症到の部検より得られ
た67検体を， RT-PCR法を用いて COX-2の遺伝子発
現をよと較検討した。
【結果］隷癌および扇平上皮癌は共に，正常覇組織
に比べ COX-2の有意な高発現を認めた。腺癌の分免
震では，低分化腺癌が中分化線蓮に比べ高発現を示L,
原発巣と 1）ンパ節転移巣での発現に差は認めなかっ
た。
【結語］ 1 ）非小綿抱肺癌において， COX-2の発
癌過程への関与が示唆され，今後 COX-2を標的とす
る COX-2盟害剤を用いた治療の可詫性を示すものと
考えた。 2）予設不員と考えられる低分北線癌で
COX-2の高発現を認め， COX-2の発現は肺癌の悪性
震を示すーっの指標になりうることが示唆された。
MAUの陽性化に関連する有意な国子であった。また，
槽尿病群では，年齢， FPG上昇量がMAむの陽性化に
有意に関連していた。
糖尿鶏群において MAU（＋）群は MAU（一）群に比
し虚虫性心疾患死亡率が有意に高率であり，糖尿病群
において車血性心疾患死亡に関連する因子は，年齢，
’性， ・FPG,MAじであった。
以上より糖尿病では MAむが車血性心安患死亡の関
連医子となりうると考えられた。
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14. 生活奮？買が骨密震に友認す影響Lこ関する疫学的
研究 また
藤田恵子〈内科学第二）
本新究は中高年期の受診者を対象に生活習慣が骨密
度に及認す影響を輸討した。
対象は40歳以上の16,735人であり，平均年齢は64.5
歳であった。
1.中高年期においても特に女性は，乳製品の摂取群，
運動群，飲酒群で，摂取しない，運動を行わない
群に比較して骨密度は高檀であった。
関経後では初期年齢が早く，初i朝から閉経薦問が
長い迂ど高値であった。
2.複数回受診した女性2,845人での縦断的検討では，
間経早期の生活習’震の長い群で骨密震の変化率は
低くなった。
15. A single nucleotide polymorphism of dopamine 
transporter gene is associated with Parkinson’s 
E本人友び日系人における fattyacid binding 
proteinε遺伝子codon54変異とインスりン抵説性
に関する検討
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小田 清（内科学第二〉
語管からの FFAの吸収にあずかる蛋白である fatty
acid binding protein-2 （以下 FABP2）遺伝子の
codon54のアラニン｛以下 A）からスレオニン（以
下 T）への変異とインスワン抵抗性との関連が注巨
されている。この関係に環境医子（生活習慣）が影響
する可能性について 遺伝的にはほ沼間ーで生活習慣
の異なるとされるハワイ在住B系人と広島在註百本人
とにおいて検討した。
1 ) F ABP2 codon54のA,Tを含んだalleleの頻度は
日系人，日本人ともに河程度であり，他の報告による
ぜマインデイアン，白人における頻震ともほ迂同程度
であった。
2) FABP2遺f云子多塑により AA群， AT群， TT群
の3群に分けて検討したところ，日本人においてはイ
disease 
（ドーパミントランスポーター遺伝子多聖とパーキ
ンソン病の棺関について）
森野豊之〈内科学第三）
今回われわれはパーキンソン病の発症要因として環
境因子と遺伝的因子の両方に関与するものとしてドー
パミントランスポーターの多型を解析した。対象とし
ては年齢，性加を合わせた日本人の孤発性パーキンソ
ン楕患者172名と正常対照132名を用い，検体として
は自血球から分離したゲノムを用いた。多型の同定に
は重接塩基配列決定法と一本鎖 DNA高次講造多型を
用い，いずれの方法でも全翻訳領域を含むようにエク
ソン 2から15までを検索した。多型の頻震は dotblot 
hybridization により解析し，統計解析にはが検定
を用いた。その結果エクソン 9 (1215A/G）と 15
(1898T/C〕に多型を認めたが，いずれもアミノ酸記列
を変えなかった。南群での頻震を比較したところ，正
常対照群では患者群より 1215Gが有意に多かったO
ンス 1）ン抵抗性の指壊に3群間で有意差はなかったO
一方，日系人においては TT群で AA群， AT群より
有意に高くインス 1）ン抵抗性が強いことが示唆され
た。
18. Expression of telomerase component genes in 
hepatocellular carcinomas 
（肝細胞癌におけるテロメラーゼ関連遺伝子の発現）
高橋祥一（内科学第一｝
近年テロメラーゼ、の構成サプユニットの hTE弐C
〔humantelomerase RNA component), TEPl (telom-
erase associated protein 1), hTERT (human telomerase 
reverse transcriptase）がクローニングされ，本研究で
；羽子纏抱癌および二慢性肝疾患におけるテロメラーゼ関
連遺伝子とテロメラーゼ活性の関係について検討し
た。 hTERTmRNA は非癌肝経織で辻発現を認めず，
Z干細胞癌では早期の設措から発現を認め，テロメラー
ゼ活性と相関した。 hTERCは非癌肝組織にも発環も
認めたが，中， f丘分化型肝縮施癌でより強い発現を認
めた。以上より，肝発癌におけるテロメラーゼ活性の
発現は hTERTmRNA iこより制御され，肝細鞄癌の増
殖，進展過程におけるテロメラーセ、活性の克進には
hTERT mRNAとhTERCの両者が関与していることが
示唆された。
19. Evaluation of lower oesophageal sphincter pres-
sure using endoscopic manometric sleeve assem-
bly 
（内視鏡下スリーブセンサ一方テーテルによる下部
食道括約筋庄の評価）
花ノ木睦巳（内科学第一〉
スリーブセンサーカテーテルを用いた内視鏡下
lower oesophageal sphincter (LOS）圧灘走法を薙立
し，その臨来的存用性を検討することを自的とした。
建常人47傍，逆流性食道炎13関，アカラシア 7開，
oesophageal scleroderma 5 f§~，その他10例を対象と
した。 3cmのスリーブセンサーとその詞備に side-
holeの計3チャンネルを右し 通常の上部消化管内
視鏡の信子孔（手2.8mm）を通過する長さ 250cm，外
径 2.2mmのシリコン製カテーテルを作成した。全例
容易に灘定可能で， LOS圧辻 O～55mmHg (17.7 ± 
1.0 mmHg）で，測定に要した時開は平均6分であっ
たO 本法と従来の金道内圧測定法でi~IJ定した LOS 圧
をよヒ較した結果，両者は強い相関を認めた。本法は
ルーチンの上部沼化管の内視鏡観察と同時に短時間に
LOS圧の潤定を直視下に行うことができ，従来の方
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法とよヒ較すると被検者の負担を軽減させることがで
き，諒！来的に有用な食道機能検査法と考えられた。
20. Mutations of a novel human RAD54 homologue. 
RAD54B, in primary cancer 
（相需組換え遺伝子 RAD54と棺向性を壱する新規
ヒト遺伝子 RAD54Bの癌における変異）
手本智樹（内科学第一）
RAD52 epistasis groupの中で，唯一日露乳動物で組
換え機能が証明されている RAD54に相詞性を有する
910アミノ酸からなる蛋白質をコードするヒト新規遺
伝子（RAD54B〕を単離した。 RAD54Bは，構造上7
悟の helicasemotifをもっ SWI2/SNF2superfamily に
属L,8q21.3-8q22にマップされた。発現解析では，
精巣，韓臓に高レベル，鞠線・前立掠・卵巣・大輯で
は棺対的に低レベル発現を認めた。リンパ腫26併，
大腸癌19例で変異解析を行った結果，各々 I症例に
おいて， SWI2/SNF2superfamilyで酵母からヒトに至
るまでよく保存されている codonに missensemuta-
ti onが認められた。以上よち，新規遺伝子 RAD54B
の癌における変異の存在は，組換え修復の異常が発高
の原菌の一つである可能性を強く示唆することが明ら
かになった。
21. Gastrointestinal motility in patients with irritable 
bowel syndrome studied by using radiopaque 
markers 
（放射線非透過性マーカーを用いた過敏性腸症候群
患者のi当化管運動機能の検討）
堀川揚子（内科学第一）
対象は過敏性腸症候群（IBS〕患者72名及び対照とし
て健康或人23名，及び梗秘患者19名と下病患者9名。
方法は， 3種類の放射線非透過性マーカーを3日関連
続して内報し， 3日自の腹部単純レントゲン写真上の
清化管各部位のマーカ一存在数から，胃，小腸，大揚
通通時間を算出したc 通過時開では IBS下痢f憂位型
で大腸通過時間の短結を認めた。さらに，清住管内で
のマーカーのばらつきを定量化した新しい指標 scat-
tering indexを検討し， IBSで大腸で有意に高信であ
ることが明らかになった。建常対R言及びf更秘と下病患
者では大揚通過時間と scatteringindex は有意な正の
椙関を示したが， IBSでは相関しなかったC 両者を組
み合わせると IBSに関して感度65%，特異度96%で
あった。以上から，放射隷非透遅性マーカーは IBS
患者の消化管運動機能異常の客観的評髄法として有用
であることが明らかになった。
